
⃝国際文化学部　国際文化学科

＜教育目的と目標＞ 

　文化・文学・言語のあり方の探究を通して文化的・社会的事象に関する理解力とコミュニケーション能力を身
に付け、国際的視野を持つとともに文化と社会の発展に貢献する人物を育てることを目的とします。この目的を
達成するために、以下の目標を掲げます。
１�．国際的な視野に立ち、他者と連携して課題に立ち向かうことができる人物の育成を目指します。
２�．他者の意見や価値観を尊重し、地域や社会の問題点に目を向け、解決する方法を考えることができる人物の
育成を目指します。
３�．多様な価値観を尊重し、異文化に対して深く理解と考察ができる人物の育成を目指します。
４�．明晰かつ理論的に思考することができ、研究発表や論文として表現できる力を持つ人物の育成を目指します。

＜アドミッション・ポリシー＞　 
　国際文化学科では、本学科の教育目的と目標を理解し、本学科での学びを通して成長し、自立した人間として
社会に積極的に関わる意志と能力を身に付けたいと願う者を入学者として受け入れます。多様な入試制度により、
次のような者を選抜します。
１�．国際的視野に立った幅広い教養を身に付けたいと考えている者。
２�．文化・文学・言語について関心を持つとともに理解を深めようとし、他者と関わりながら自らの能力を高め
たいと考えている者。
３�．英語または国語の基礎的な学力を有している者。英語については実用英語技能検定（英検）準２級以上の能
力を有していることを目安とする。
４�．社会的な出来事に関心を持ち、地域や社会の発展のために貢献しようとしている者。

⃝健康生活学部　食生活健康学科

＜教育目的と目標＞ 
　食生活健康学科は、人々の健康的な生活を支援するため、実践的能力を備えた管理栄養士の育成を目的としま
す。この目的を達成するために、以下の目標を掲げています。
１�．ヒトの生物学全般、栄養素の生体内での化学反応などについて基礎的な理解がある。「生物」や「化学」を
学んでいることが望ましい。いずれかを学んでいない場合には、入学後に積極的に学ぶ意欲を持っている。
２．食品と調理に関心を持ち、積極的に学ぶ意欲を持っている。
３．「食育」と「運動指導」に対応するため、栄養教諭および健康運動実践指導者を養成する。

＜アドミッション・ポリシー＞ 
　食生活健康学科では、本学科の教育目的と目標を理解し、本学科での学びをとおして成長し、自立した人間と
して社会に積極的に関わる意志と能力を身につけたいと願う者を、入学者として受け入れます。多様な入試制度
により、次のような者を選抜します。
１�．ヒトの生物学全般、栄養素の生体内での化学反応などについて基礎的な理解がある。「生物」や「化学」を
学んでいることが望ましい。いずれかを学んでいない場合には、入学後に積極的に学ぶ意欲を持っている。
２�．食品と調理に関心を持ち、積極的に学ぶ意欲を持っている。
３�．栄養・食生活・運動の改善をとおして、人々の健康の増進と豊かな生活の維持・発展に貢献しようとする意
欲を持っている。

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）
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⃝健康生活学部　生活デザイン学科

＜教育目的と目標＞ 
　生活デザイン学科は、人々の生活をより豊かにするために、デザインを創造する感性や技術を磨き、環境に配
慮しながら健康で快適な生活を実現させることのできる専門的・実践的能力を持った人間を育成することを目的
としています。この目的を達成するために、以下の目標を掲げています。
１．デザインの魅力を探り、人々の生活や社会・環境への配慮について学ぶ。
２�．審美性・機能性などの個別要因と、生産・流通・廃棄などの社会的サイクルについて学び、豊かで持続可能
な生活を実現するための知識と実践的能力を育てる。
３�．様々な価値観と高度化・複雑化した生活の環境要素を理解し、自由で多様なライフスタイルを尊重したデザ
インを実現することのできる力を育てる。

＜アドミッション・ポリシー＞ 
　生活デザイン学科では、本学科の教育目的と目標を理解し、本学科での学びをとおして成長し、自立した人間
として社会に積極的に関わる意志と能力を身につけたいと願う者を、入学者として受け入れます。多様な入試制
度により、次のような者を選抜します。
１．デザインに関心があり、コンピュータの活用に興味を持っている。
２．オリジナルなデザインを目指すために、独創的で創造的な姿勢を持っている。
３．入学までに、芸術・デザイン・工芸関連の教科・科目をなるべく学んでおくことが望ましい。

⃝健康生活学部　子ども学科

＜教育目的と目標＞ 
　子ども学科では、キリスト教の理念及び子どもの権利条約の理念にのっとり、子どもの発達を踏まえた支援を
行い、社会に貢献できる専門職を養成することを目的としています。この目的を達成するために、以下の目標を
掲げています。
１�．現代社会において子どもや家庭の抱えている生活問題とその解決の在り方を社会全体との関係性のなかで理
解する。
２�．乳幼児期を人格形成にとって重要な時期と位置づけ、子どもの最善の利益を考慮して発達を支援することの
できる専門的知識、技術、実践力を育成する。
３�．子どもを取り巻く家庭、地域、社会についての理解を深め、広い視野に立って社会の福祉と発展に貢献でき
る力を育成する。

＜アドミッション・ポリシー＞ 
　子ども学科では、本学科の教育目的と目標を理解し、本学科での学びをとおして成長し、自立した人間として
社会に積極的に関わる意志と能力を身につけたいと願う者を、入学者として受け入れます。多様な入試制度によ
り、次のような者を選抜します。
１．子どもや家庭を支援する専門職になる意欲を持っている。
２．子どもの保育・教育・福祉・保健・心理・文化に関心を持っている。
３．「国語」「英語」「地理歴史」「公民」「数学」「生物」「化学」の基礎的な学力をつけておくことが望ましい。
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⃝看護学部　看護学科

＜教育目的と目標＞ 
　看護学部看護学科は、看護専門職として人々の健康と生活を支援するために求められる知識、技術、態度、柔
軟な思考力、職務遂行能力を有し、チームで協働しながら自律的に看護できる人間を育成することを目的として
います。この目的を達成するために、以下の目標を掲げています。
１．キリスト教の理念により、生命の尊厳に基づいた倫理観と人々の心に共感する豊かな人間性を養う。
２．�対象となる人々やその家族、地域の人々の健康状態を把握し、科学的根拠に基づく看護を実践する能力を養う。
３．保健・医療・福祉の各分野で連携・協働し、看護専門職として実践できる能力を養う。
４．国内外の医療や異文化を理解し、国際的に活動できる基本的姿勢を養う。
５．看護専門職として誇りと責任をもって、常に自己研鑽し続ける能力を養う。

＜アドミッション・ポリシー＞
　看護学科の教育目的と目標を理解し、本学科の学びをとおして成長し、自律した人間として社会に貢献するこ
とを目指す者を、入学者として受け入れます。多様な入試制度により、次のようなものを選抜します。
１．人を敬い、思いやる心を大切にすることができる。
２．多様な現象に興味をもち、物事を探求しようとする姿勢がある。
３．人々の健康および健康を支えている社会的背景に関心をもっている。
４�．看護を学ぶための基盤として、言語（「国語」「英語」）、自然科学（「数学」「生物」「化学」「物理」）の基礎
的な学力をつけておくことが望ましい。

食生活健康学科　および　看護学科への入学を希望されている皆様へ

　現在、日本環境感染学会の医療関係者のためのワクチンガイドラインでは、院内感染防止と安全確保
のために、病院実習を行う学生は、小児感染症（麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎）に対する免疫の
有無を確認することが必要と示されています。そのため本学では、以下のように対応していますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。詳細につきましては別途、合格者宛に通知いたします。

◆�食生活健康学科への入学を希望される場合は、麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎のワクチン接種履
歴をご確認ください。入学後に接種履歴を調査いたしますので、必要な書類（母子健康手帳など）の
準備をお願いいたします。詳細につきましては、入学後にご説明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先
� ・食生活健康学科準備室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：095-820-6026

◆�看護学科への入学を希望される場合は、入学前に麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎について罹患歴
にかかわらず、２回のワクチン接種を原則といたしております（母子手帳等、各２回のワクチン接種
証明を提出していただきます）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・看護学部事務室　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0957-27-3005
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